
N o ．4 22 一休 み特♯号 平成19年7月20日

ー1－

備 えあれば憂 いな し

副校長 土 上 智 子

〈ある日の我 が家 での出来事〉

数年前、休 みの 日に私 と二人の子 どもが家

にい た と き、 少 し大 きな地 震 が起 きた こ とが

ありま した。 大 き く揺 れ て い る に もか か わ ら

ず、 二 人 と もボ ー ッ と して い る の で 、 私 は 、

「地 真 の と きは ど うす るの ！」

と、大声 で言 い ました。 その声 で二人 はハ ツ

と して、 5 歳 の 子 は さ っ とテ ー ブ ル の下 に も

ぐりま した。 しか しそ の 瞬 間 3 歳 の 子 は、 ポ

ーンと私 に飛 びつい て きたのです。上の子 は、

地実 の時 どうす るのか幼稚 園で練 習 したこ と

があ りま したが 、下の子 は入 園前 で した。親

に飛 びつ くこ とは 、 間 違 っ て い る と は言 い切

れませ んが、 この場 合、机 の下 にも ぐるのが

正解 です。 日頃の避難訓練 の大切 さが わか り

ます 。

〈訓練の大切 さ〉

例 えば消火器 の使い方一 つで も、頭 ではわ

かっ て い る つ も りで も実 際 に さ わ っ た こ とが

ない と、 とっ さの 時 に役 立 て る こ とは難 しい

よ うで す 。

先 日、 防火管 理者の講習 会 に行 った ときに

聞いた着 ですが、火事 が起 こった とき「消火
器を使 お うとした けれ ど、壊 れ ていて使 えな

かった」 と言 う人の多 くの場合 は、消火器 が

本当 に壊 れ て い た わ け で は な く、 ピ ンを抜 き

忘れるな ど使 い方 を間違 えてい ただ けだった

そうです 。消 火器の使 い方は本 当に簡単 で、

まず ピ ンを抜 き、 ノズ ル を も っ て火 の方 向 に

向け、 レバー を握 るだけです。実際 に火 を 目

の当 た りに す る と、 落 ち着 い て 行 動 す る の は

難しい と思い ます。 しか し、一 回で も訓練等

で消 火器 を扱 った こ とがあれば、慌 てている

中で も何 とか使 え るの で は な いで し ょうか 。

〈子 ども達の安全 のため に〉

学校で は、子 ども達が安全 に生活 で きる よ

う に、 い ろ い ろ な取 り組 み を行 って い ます 。

まず、毎月の遭難訓練 です。毎 回いろいろ

な場 面 を想定 して実施 してい るのです が、杉

五の避難訓練 を見てい て感心 す るの は、 毎回

とて も静か なこ とです。訓練 の意味 を理解 し、

骨真剣 に参加 してお り、素晴 らしい態度 です。

5 月 には、教貞 と 6 年生 の代表 の児童 が、

消火 器の使い方の訓練 を しま した。 また 6 月

には、多 目的主 に煙 を充満 させ て、 2 年 生 と

5 年 生が煙体験 を行い ま した。煙 の中を実 際

に歩 くこ と に よ り、 低 い姿 勢 で歩 く こ とで視

界を確 保 で き る こ とが 理 解 で きた と思 い ます 。

それから、安全指導・交通安全指導につい
ても年間計画 に基づ き、毎月実施 してい ます。

他に もセー フティ教室で は、低学年 は不審者

対応 、高学年 は携帯電話や イ ンターネ ッ ト犯

罪等 について学習 し、 1 年生の交通安全教室

では横 断歩道の渡 り方 を、 4 年生 と 6 年生 は

自転車講習会 を実施 しました。

先 日は、 3 年生以上が着衣泳 を行い ま した。

「服 を着 た まま水 に入 る と体の 自由が利か な

い」 とい う こ とは 、 頭 で は わか って い るつ も

りで も、実際 に経験 してみ ると想像 以上で あ

るこ とに苦 い た と思 い ます 。

〈安全 で楽 しい夏休 みを〉
様 々 な危険か ら身 を守 るため に、共通 して

最も重 要 なこ とは、 「自分 の 身 は 自分 で守 る」．

とい う意 識 を もつ こ とで す 。 まず は 自分 が 危

険な 目 にあ わ ない よ う に心 が けて 生 活 す る こ

と。 そ れ で も、 自分 の 身 に危 険 が 迫 っ た と き

は、 最初 は 自分 で なん とか しな け れ ば な りま

せん。危険 を周囲の人 に知 らせ るの も、 まず

自分 です。放送 を聞いて避難経路 を判断す る
のも 自分 、 助 け が 来 る まで 待 ち こ た え る努 力

をす る の も 自分 で す 。 誰 か が 助 け て くれ る の

を何 もしないで待 ってい て、は、手遅 れになっ

てし まい ます 。

長 い夏休み、 ご家族で外 出す る機会 も増 え、

お家 で 過 ごす 時 間 も長 くな ります 。 是 非 、 こ

の機 会 に、 い ざ とい う と きの 行 動 につ いて 、

ご家庭 で も話 し合 い をされて はいかが で しょうか。

9 月 2 日には稔合震災訓練 も行 われ ます。

訓練 の趣 旨をご理解い ただき、 自分の身 に も

起こ り得 る こ と と考 え、 参 加 をお 願 い い た し

ます 。

充 実 した夏休 み を過 ごして、 8 月2 9 日に元

気な 子 ど も達 に会 え る こ とを楽 しみ に して い

ます 。


